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〈要旨〉重度骨粗繋症患者に対する治療薬として,骨形成促進作用をもつ遺伝子組換えヒトPTH製剤(以

下フォルテオ)が開発され,使用する患者が増加している。自己注射は,患者が注射の都度来院する

必要がないというメリットがある一方で, 「注射は痛い」 「怖い」 「自分にできるか」という不安を蒔ち

やすく,注射手技や副作用の確認に加え,心理面へのサポートも必要と考えられる。そこで,フォル

テオ治療を開始した患者の開始時の治療に対する思い,疾患や日常生活の不安を明らかにするため調

査し,検討を行った。患者の多くは高齢者で,半数以上の患者が腰背部痛や骨折,寝たきりなど日常

生活動作(ADし)の低下といった予後の不安を抱え,日常生活を過ごしていた。患者が注射開始時に

抱く不安は,毎日自分で注射することであったが,実際に注射をした感想では,簡単で痛くなく行え

たことが挙げられており,実際に行うことが不安の軽減につながっていた。また,フォルテオ治療を

開始する際,患者が自己注射手技の説明以外に聞きたかったこととして,同じ治療を受けている他の

患者の治療経過や治療効果,骨粗繋症や食事・運動についての関心が高かった。今後は,患者の疾患

や治療,予後に関する理解度を確認しながら,医師の説明を補うとともに,日常生活に関する指導を

行う必要があると考えられる。

キーワード:骨粗繋症,フォルテオ治療,不安

上　はじめに

我が国では65歳以上の3割が骨粗繋症患者と

言われている。骨粗繋症は,骨董の減少や骨質

の劣化による骨折の誘発,生活の質(QOし)の

悪化,日常生活動作(ADし)の低下,死亡リス

クの上昇を伴う。骨粗繋症治療の基本は日常生

活の改善と薬物療法であるが,近年,重度骨粗

髭症患者に対する治療薬として,骨形成促進作

用をもつ遺伝子組換えヒトPTH製剤(以下フォ

ルテオ)が開発され,高齢者を中心に使用する

患者が増加している。

フォルテオは, 24ヶ月間を上限に1日1回患

者自身が皮下に自己注射する薬剤で,比較的副

作用が少なく,注射手技が簡便であるため,外

来で治療を開始する患者が多くなっている。自

己注射は,自宅で行なうことができるため,患

者が注射の度に来院する必要がないメリットが

ある。一方で, 「注射は痛い」 「怖い」 「自分にで

きるか」といった不安や,注射は治療の最後の

手段というネガティブな印象を持ちやすく,注
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射手技や副作用の確認に加えて,心理面へのサ

ポートが必要と考えられる。

現在,外来指導では,既存のパンフレットに

沿った自己注射の手技や薬の副作用に関する説

明を行っているが,治療に対する不安や具体的

な日常生活指導にまでつなげられていない。そ

こで,今後のフォルテオ自己注射指導および骨

粗繋症に対する日常生活指導の見直しのため

に,骨粗繋症や治療に対して,患者が抱くイメー

ジや不安を明らかにするため本研究に取り組ん

だ。

I上　目的

フォルテオ治療を開始した患者の,治療開始

時の治療に対する思い,疾患や日常生活の不安

を明らかにする。

出　方法

上　対象

整形外科外来でフォルテオ治療を開始した患



者　30名

2.調査方法

l)フォルテオ治療を開始した患者がもつと

考えられる,治療に対する思いや不安な

どを抽出した自記式調査用紙を作成する。

2)データ収集:外来でフォルテオ治療を開

始した患者の再診時に,調査用紙を配布。

受付近くに回収箱を設置し投函してもら

う。当院で治療開始後,他施設で治療を

継続している患者には,調査用紙を郵送

し,返信用封筒にて返送を依頼する。

3)分析方法:単純集計にて数値化し,分析

する。記載項目についてはカテゴリー化

し,研究者間で検討する。

【用語の定義】

自己注射とは患者自身が自宅でペン型の使い

捨て注射器を使用し,注射薬を投与すること。

iV.倫理的配慮

対象者への調査用紙の説明文中に,研究の主

旨および研究への参加は任意であること,研究

に参加しない場合でも不利益を受けないこと,

アンケートで得られたデータは匿名化し研究以

外の目的に使用しないこと,また,データの保

管は厳重に行い研究終了後はシュレッダーにて

破棄すること,調査用紙の協力をもって研究に

同意が得られたものとすると明記し,同意を得

た。

本研究は,平成25年11月信州大学医倫理委員

会の承認を得ている。

V.結果

1.外来でフォルテオ治療を開始した患者30名

に調査用紙を配布。そのうち30名から回収

した(回収率100%)。対象者の平均年齢は

73.1歳で,23名(77%)が70歳以上であった。

性別は,女性25名,男性5名であった。

2.調査内容に対する回答結果

1 )治療開始時の治療に対する思いについて

対象患者のうち, 53%はフォルテオ治療を始

める前から骨粗繋症の薬物治療を受けていた

が,フォルテオ治療を開始するに至った理由(複

数回答)は, 「医師に勧められた」 29名, 「骨粗

繋症を改善したい」 20名, 「治療の効果が期待で

きる」 14名, 「2年間で治療が終わる」 「通院回

数が少ない」であった。注射開始時に不安を抱

えていたのは患者の60%で,注射開始時に不安

であった理由(複数回答)としては, 「毎日注射

しなければならない」 「自分で注射しなければな

らない」 「薬が高価」 「治療効果が分かりにくい」

「注射を間違えないか不安」 「関節痛,頭痛,吐

き気など副作用が不安」 「外出・旅行ができない」

などが挙げられていた(図1)。 「注射をすると

きに協力者はいますか」の問いには,53%が「い

ない」と答えており,患者の半数以上は自宅で

注射を行う際に,他者からの支援を受けにくい

状況であることが明らかになった。一方で,協

力者が「いる」と解答した47%うち,配偶者は

60%,子供や嫁が40%であった。また,実際に

注射をした感想(複数回答)では, 「思ったより

簡単に慣れた」 「思ったより痛くない」 「病院に

通わなくても良いので楽」と,半数以上から注

射に対する前向きな意見が聞かれた(図2)。さ

らに, 「フォルテオ注射を最後まで続けられそう

ですか」の問いに対しては,患者の97%が「はい」

と答え,その理由(複数回答)には,「注射が思っ

たより簡単だったから」 22名, 「治療をしている

と安心だから」 21名, 「骨が強くなっていると医

師にいわれたから」 7名, 「腰や背中などの痛み

がなくなったから」2名などが挙げられていた。

2)疾患や日常生活への不安について

対象患者の77%が,骨粗繋症に対する何らか
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の不安を抱いていた。日常生活での不安の内容

(複数回答)には,半数以上の患者が「寝たき

りになってしまうのではないか」 「いつか骨折す

るのではないか」 「腰や背中などの痛みが強くな

るのではないか」といった将来への不安が挙げ

られていた(図3)。また,注射説明の際に聞き

たかったこと(複数回答)としては, 「薬の効果

について」 「同じ治療を受けている人の経過や治

療結果など」 「骨粗繋症について」 「運動につい

て」 「食事について」などが挙げられた(図4)。
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図3　日常生活での不安の内容(複数回答)
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図4　注射説明の際に聞きたかったこと(複数回答)

Vi.考察

対象患者の半数は,内服などの骨粗髭症治療

をすでに受けている重度骨粗発症患者であっ

た。患者はフォルテオ治療を開始する際,医師

から勧められた新しい治療への大きな期待と,

自分で毎日注射しなければならないといった不

安の両方を抱えていることが明らかになった。

自己注射に対する不安は,実際に注射してみた

ことにより軽減していた。これは,注射手技が

比較的簡単であること,穿刺時の痛みが少ない

ことが影響していると思われるが,フォルテオ

治療開始時の指導で自己注射の手技を重点的に

行っていたことも影響していると考えられる。

また,自分で注射できたという成功体験が,注

射に対する不安の軽減と治療が継続できるとい
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う自信につながり,通院間隔の延長による身体

および経済的負担の軽減や,治療をしていると

いう安心感,治療効果があると医師から伝えら

れたこと,加えて症状の改善が,治療への意欲

や継続に影響を及ぼしていると考えられる。さ

らに,指導には可能な限り家族を含めた指導を

行っているため,家族が注射のことを知ってい

るという安心感も治療継続に影響していると思

われる。

患者の多くが,骨粗繋症による腰背部痛の悪

化や骨折の危険性,寝たきりなどADしの低下と

いった将来への不安を抱えていることが明らか

になった。一般に,骨粗繋症の治療では,薬物

療法に加えて適切な栄養摂取や運動習慣といっ

た,日常生活の改善も重要であるといわれてい

る。調査の結果からも,患者自身が骨粗繋症や

食事・運動に対しての情報提供を希望し,他の

患者の治療経過や治療効果への関心が高いこと

が分かった。今後は,患者の疾患や治療,予後

に関する理解度を確認しながら,医師の説明を

補うとともに,薬剤師,栄養士,理学療法士な

ど他職種との連携を図り,継続した日常生活指

導を行う必要があると考える。

Vii.結論

フォルテオ治療を導入する患者の多くが,疾

患の予後や日常生活の不安を抱えている。

自己注射開始後は,注射への不安が解消され,

治療が継続されているが,自己注射の説明と共

に,日常生活指導も必要である。
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